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サモア語、タヒチ語、ハワイ語における不定名詞句の現れ方について                    塩谷 亨 

















(1)   <述語名詞句「ジョンだ」> <主語名詞句「彼の名前は」> 
(S) ‘O      Ioane           lona     igoa.1  
(T) ‘O      Ioane           tōna     i‘oa. 
(H) ‘O      Ioane           kona    inoa. 
～だ   ジョン          彼の   名前 
    「彼の名前はジョンだ。」 
(2)   <述語動詞句「行った」> <主語名詞句「彼/女は」>  <その他の名詞句「家に」 
(S)    ‘Ua    alu              ‘o ia                     i     le  fale. 
(T)    ‘Ua    haere            ‘ōna                     i     te  fare 
(H)    Ua    hele           ‘o ia                     i     ka  hale. 
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数の冠詞として不定冠詞 se と定冠詞 le がある。その二つの冠詞に対応する形式として、か
つては、タヒチ語については、Davies (1851)のように、不定冠詞 e と定冠詞 te を持つと分析
され、ハワイ語についても、Elbert and Pukui (1979)のように、不定冠詞 he と定冠詞 ka/ke2 を
持つと分析されていた。しかしながら、タヒチ語とハワイ語の最近の分析では、不定冠詞の
機能が冠詞としてだけでは説明しきれないこと（Carter 1996 等）、それから、不定冠詞の使









語の e、ハワイ語の he をそのまま不定冠詞と呼び、サモア語の定冠詞 le、タヒチ語の定冠詞
te、ハワイ語の定冠詞 ka/ke と区別することとする。 
 
3. 分析 
3.1. A は B である（A は B という属性を持つグループの一つ）である 




(3) (S) ‘O    le   teine   ‘o         Ruta.  
～だ <定> 女の子 <固有名詞> R. 
「Ruta は女の子です。」Larkin (1966:5) 
(T) E     pa‘ati         na‘ina‘i  roa   ‘o          Tini. 
    <不定> ブダイの一種 小さい  とても <固有名詞>  T. 
    「Tini はとても小さいパアティ（魚ブダイの一種）です。」Cuneo (2010:13) 
(H) He    ali‘i  ko      makuakane no   Hawai‘i ... 
<不定>貴族 あなたの 父       ～の ハワイ 
「あなたの父はハワイの貴族です。」Nakuina (1902:20) 
(4) (S) ‘O    se  pusi lale?  
～だ <不定> 猫  あれ 
「あれは猫ですか。」Hunkin (2009:20) 
(T) E    manu ānei    terā? 
<不定> 鳥  <疑問> あれ 
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「あれは鳥ですか。」 Lazard and Peltzer (2000:111) 
 (H) He   akua mana  nō     anei   ‘o         Laka? 
<不定> 神 有力な <強調> <疑問> <固有名詞> L. 




















(5)(S) ‘O     se    ta‘avale.  
<述語> <不定> 車 
「（それは）車です。」Hunkin (2009:20) 
(6)(S) ‘O       ia   ‘o     se    teine  lālelei.  
<トピック> 彼女 <述語> <不定> 女の子 美しい 
「彼女は美しい女の子です。」Steubel and Herman (1987:17) 
 
上記の例（5）は主語名詞句が省略されたもの、(6)は主語名詞句の’o ia がトピックとして文
頭に移動されたものであるが、それぞれ、述語名詞句では不定冠詞 se が用いられている。 
 
3.2. A は B でない（A は B という属性を持つグループの一つでない） 
 上記 3.1.の否定表現である。三つの言語において、それぞれ若干異なる表現が用いられる。 
(7)(S) E       lē     ‘o    se      fa‘amasino le   Failautusi,… 
<一般 5> <否定> ～だ <不定>  裁判官   <定> 長官 
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「長官は裁判官ではない。」FPSSC (2007:119) 
(T) E‘ere   ‘oe     i      te   aito.  
<否定> あなた <場所> <定> 戦士 
「あなたは戦士ではない。」Saura et Millaud (2001:58) 
(H) ‘A‘ole kēia  he    pua ‘ē;… 






ては、いずれも否定辞 e‘ere と‘a‘ole が文頭に現れ、＜否定辞＋主語名詞句＋その他の要素＞
という構造になっている。これは、タヒチ語とハワイ語の典型的な否定文の構造であり、否
定辞が動詞的に用いられ、否定辞それ自身が述語に相当すると考えられる。ハワイ語では、
＜その他の要素＞として、3.1．節で示した肯定の「A は B である」において述語名詞句を形
成していた＜不定冠詞 he＋名詞＞という構造、ここでは he pua ‘ē「風変わりな矢である」が
続いている。一方、タヒチ語では＜その他の要素＞として、場所の前置詞 i「~において」に













(8)(S) E     iai   le     fale.  
<一般> ある <不定> 家 
「家がある。」(Hunkin 2000:98) 
(T) Te     vai   nei    te  ‘aito  i     te   pae ‘aui e      te      vai   ato‘a  
<現在> ある <近称> <定> 戦士 ～に <定> 側  左 そして <現在> ある もまた  
nei    i    te    pae ‘atau  o    teie  fenua.  
<近称> ～に <定> 側  右の  ～の この 土地 
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「この土地の左側に戦士がいて、右側にもいる。」Manu-Tahi (2005:111) 
(H) Mai   kāpae    i   ke    a‘o  a   ka   makua, aia  he    ola  malaila. 












(9)(S) E      iai   se     falaoa? 
<一般> ある <不定> パン 
「パンはありますか。」Hunkin (2009:96) 
(10)(S)  …pe afai e      iai   se     toto Hawaii.  
もし  <一般> ある <不定> 血 ハワイの 
「もし、ハワイ人の血があるなら」FPSSC (2007:97) 
 




(11) (S) E     leai  se     mea  lelei,…   
<一般> ない <不定> もの 良い 
「いいものは一つもない」Krämer (1994:154) 
(T) ‘Aita   e      mata‘i.  
<否定> <不定> 風 
「風は一つもない」Perez (2004:70) 
(H) ‘A‘ohe    kanaka noho,  ‘a‘ohe       wahine, ‘a‘ohe       keiki. 




上記例文(11)(S)において、サモア語では動詞 leai「ない」が用いられ、<不定>の名詞句 se mea 
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3.5. A が B を持っている。（所有文） 
 「A が B を持っている」という所有の表現では、サモア語では、例文(8)(S)でも登場した
存在の動詞 iai を用いるのに対し、タヒチ語とハワイ語では「A は B である」という表現で
用いられる例文(3)(T)と(3)(H)と類似した構造を用いる。 
 
(12)(S) …e     iai  lana  `autaunonofo                  e     to`alua. 
    <一般>ある 彼の (複数婚システムによる)妻集団 <一般> 二人 
「彼は(複数婚システムによる)二人の妻の集団を持っている」Moyle (1981:164)  
(T) E      reo teitei  to  oe.  
<不定> 声 高い  ～の あなた 
「あなたは高い声を持っている。」Perez (2004:33) 
(H) Ae,  he     oiaio  he     keiki ka'u. 













(13)(S) E      iai  sona         gutu?  
<一般> ある 彼の/彼女の 口 
「彼/彼女は口を持っているのですか。」Tavita and Fetui (2012:73) 
例文(13)(S)で、所有形 sona「彼の/彼女の」の s-は不定冠詞 se 由来であり、全体として、形
式的には<不定>の名詞句となっている。 
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(14)(S) ‘O          isi  sala  e     nonoa vae ma  lima  pei ‘o    se     puaa ….  
      <トピック> 他の 罰  <一般> 縛る 足 ～と 手   ～ように  <不定> 豚 
「他の罰は、手と足を豚のように縛って…」Stuebel and Herman (1987:93) 
(T) ‘ua    ‘oto  mai       te    anau  tamari‘i ra.  
<完了> 泣く～のように <定> 嘆き 子供  <遠称> 
「(鳥たちが)子供の嘆きのように泣いた。」Carlson and Bordes. (1994:22) 
(H) ‘Au  i    ke    kai mehe               manu ala.  





している。ハワイ語の比喩表現の mehe については、Pukui and Elbert (1982:245)が前置詞 me
と不定冠詞 he の合体形と述べている。従って mehe を分解すると、＜前置詞 me＋不定冠詞
he +名詞+遠称＞のように、実質的に、タヒチ語のそれと類似した構造と考えられる。タヒチ










(15)(S) ‘Ua   pa       le   tala    i    le    fasiga o    le   Aitu,  e pei ‘o    le  
      <完了>爆発する<定>ニュース～に <定> 殺害 ～の<定>化け物 ～のように<定> 
sosolo o    le    afi i   le  vao magumagu,.. 




上記例文(15)(S)では、定冠詞がついた森の火の広がり le sosolo o le afi は、あくまでも乾燥し
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前置詞’o  + 定冠詞   + 名詞 
疑問文等 前置詞’o  + 不定冠詞 + 名詞 
タヒチ語 不定冠詞             + 名詞 
ハワイ語 
A は B でない 
(属性 (B)を表す述語名
詞句の構造) 
サモア語 (時制  ＋否定辞)     ＋前置詞‘o ＋不定冠詞 ＋名詞 
タヒチ語 (否定辞＋主語名詞句) ＋前置詞 i ＋定冠詞   ＋名詞 
ハワイ語 (否定辞＋主語名詞句)            ＋不定冠詞 ＋名詞
A がある サモア語 
平叙文 
 
存在動詞  + 定冠詞    +名詞 
疑問文等 存在動詞  + 不定冠詞  +名詞 
タヒチ語 存在動詞  + 定冠詞    +名詞 
ハワイ語 存在動詞  + 不定冠詞  +名詞 
A が一つもない サモア語 否定の存在動詞   + 不定冠詞  ＋名詞 
タヒチ語 否定辞           + 不定冠詞  ＋名詞 
ハワイ語 （融合形）[否定辞－不定冠詞]  ＋名詞 
A が B を持っている サモア語 
平叙文 
 
存在動詞 + (A)所有形（定）  +(B)名詞 
疑問文等 存在動詞 + (A)所有形（不定）+(B)名詞 
タヒチ語 不定冠詞 + (B)名詞  ＋(A)所有形 
ハワイ語 
A のように サモア語 動詞「~のようだ」＋前置詞’o + 不定冠詞+名詞 
タヒチ語 前置詞 mai                  + 定冠詞  +名詞 
ハワイ語 （融合形）      [前置詞 me - 不定冠詞]  +名詞 
表１ <不定>の名詞句の現れ方 
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今回調査の対象とした表現については、ハワイ語では一貫して意味的に<不定>の事物を表す




























現在、サモア語の不定冠詞 se が前置詞と頻繁に共起する一方で、タヒチ語の不定冠詞 e 及
びハワイ語の不定冠詞 he が前置詞と共起することはない。しかしながら、3.6.節の例文(14)(H)





で用いられた mehe がある。‘a‘ohe については Elbert and Pukui(1979:157)が否定辞‘a‘ole と不
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‘a‘ole と不定冠詞 he の機能が‘a‘ohe という一つの形式に統合されたとして説明できる。また、
比喩表現の mehe については、Pukui and Elbert (1982:245)が前置詞 me と不定冠詞 he の合体
形と述べている。これも、元々、＜前置詞＋不定冠詞＋名詞＋遠称＞のように横に並んでい


























が、母音の前に見られる記号 ‘ は正門閉鎖音を表す。また、サモア語において用いられる g は閉鎖音
ではなく鼻音[ŋ]を表す。 
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述語を形成する場合には前置詞が付加されることはない。ハワイ語の he の分析詳細については
Shionoya(2009)を参照。また、前置詞‘o 以外の前置詞が名詞述語を形成することもある。以下にタヒチ
語とハワイ語の例を提示する。いずれも、起点を表す前置詞 mai が述語名詞句を形成している。 
      (T) Mai   te  fare mai    au. 
      ~から<定> 家 <方向> 私 
   「私は家から（来た）。」 Lazard and Peltzer (2000:42)  
(H) Mai   ka  pō  mai   ka  ‘oiā‘i‘o. 
   ~から<定> 夜 <方向> <定> 真実 




5  サモア語の時制・アスペクト指標 e は一般的な事実を述べる時に動詞の前似付加される。 




の mehe と‘a‘ohe は機能的にも形態的にも二つの要素が統合していると考えられる事例であったが、タ
ヒチ語の e とハワイ語の he については、機能的に統合された一方の要素である前置詞‘o の痕跡が現在
の形式から確認できないことから、形態的な統合は伴わずに前置詞‘o の機能だけが隣接していた不定冠
詞に統合された結果と考えられる。 
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